
「学び」イベント情報 募集中!!

掲載料は無料です。

研究者の皆様が市民へ向けて開催している公開講座や
シンポジウム等の情報提供をお待ちしております！
研究者の皆様が市民へ向けて開催している公開講座や
シンポジウム等の情報提供をお待ちしております！

　ここに掲載する情報は、各研究・教育機関や施設が公開している情報
を基に掲載していますので、当社の責任で開催を保証するものではあり
ません。日時、内容等に変更がある可能性がありますので、詳しくは各
問合先へご確認ください。
　有料・要申込の場合の料金や申込方法など詳細は Web 版に掲載 
しております。ぜひご覧ください。http://www.manabinome.com/

このマークはイベント参加について
の有料・無料または事前申込の有無
について記しています。

有料 無料 要申込 申込不要

※登場者（講師、演者、担当者）については敬称略

毎週土曜日トワイライトサロン 
「天文台長土佐誠の宇宙が身近になる話」 

講　師　土佐　誠（仙台市天文台長）他 
仙台市天文台  オープンスペース 

17:00

▲

17:45

Tel 022-391-1300仙台市天文台 
場　所

主催者 問合先

〜4月12日（日）開館 40 周年記念特別展
「堤焼と堤人形」

仙台市歴史民俗資料館

9:00

▲

16:45

Tel 022-295-3956仙台市歴史民俗資料館
場　所

主催者 問合先

1月11日（土）〜4月3日（金）企画展
「芹沢銈介の釈迦十大弟子尊像」

（入館は 16:30 まで）
東北福祉大学芹沢銈介美術工芸館

10:00

▲

17:00

Tel 022-717-3318東北福祉大学芹沢銈介美術工芸館
場　所

主催者 問合先

1月18日（土）講座仙台学
「伊達藩の医学と養生  
―その評価と後世への影響」
講　師　浦山　きか（仙台赤門短期大学  非常勤講師、東北大学史料館・協力研究員）

仙台市市民活動サポートセンター 6 階セミナーホール 50 名

10:30

▲

12:00

Tel 022-395-7750学都仙台コンソーシアム・仙台赤門短期大学
場　所

主催者 問合先

定　員

1月18日（土）講座仙台学
「マルチ人間  大槻文彦の諸相  
―教育者・大槻文彦」
講　師　後藤　斉（東北大学文学研究科教授）

仙台市市民活動サポートセンター 6 階セミナーホール 80 名

13:00

▲

14:30

Tel 022-795-4933学都仙台コンソーシアム・東北大学
場　所

主催者 問合先

定　員

1月18日（土）れきはく講座第 1 回
「多賀城碑の里程と国号の謎に挑む」

講　師　柳澤　和明（東北歴史博物館学芸職員）
東北歴史博物館 3 階講堂 280 名

13:30

▲

15:00

Tel 022-368-0106東北歴史博物館
場　所

主催者 問合先

定　員

1月18日（土）講座仙台学
「人口で見る仙台の過去・現在・未来」

講　師　萩原　潤（宮城大学看護学群准教授）
仙台市市民活動サポートセンター 6 階セミナーホール 50 名

15:00

▲

16:30

Tel 022-716-6692学都仙台コンソーシアム・宮城大学
場　所

主催者 問合先

定　員

1月19日（日)縄文講座第 2 回
「柵に囲まれた縄文集落を掘る  
―秋田市上新城中学校遺跡」
講　師　根岸　洋（国際教養大学准教授）

仙台市縄文の森広場 80 名

13:30

▲

15:00

Tel 022-307-5665仙台市縄文の森広場
場　所

主催者 問合先

定　員

1月22日（水）ろうさい医イはなし
「緩和ケアに寄り添って
〜音楽療法の力〜」
講　師　小笠原　鉄郎（東北労災病院緩和ケア内科部長）、植木　亜弓（音楽療法士）

東北労災病院 1 階待合ホール

13:30

▲

14:15

Tel 022-275-1467東北労災病院地域医療連携室
場　所

主催者 問合先

1
JAN

※登場者（講師、演者、担当者）については敬称略

れきはく講座第 5 回
「まだまだあった！！  東北の仏像と仏画」

講　師　政次　浩（東北歴史博物館学芸職員）
東北歴史博物館 3 階講堂 280 名

13:30

▲

15:00

Tel 022-368-0106東北歴史博物館
場　所

主催者 問合先

定　員

2月28日（金）第 63 回リベラルアーツサロン：あまり
知られていない「テスト」のはなし

講　師　熊谷　龍一（東北大学大学院教育学研究科准教授）
東北大学百周年記念会館川内萩ホール 2 階会議室

18:00

▲

19:45

Tel 022-217-5132東北大学
場　所

主催者 問合先

2月29日（土）れきはく講座第 6 回
「阿弖流為（アテルイ）と坂上田村麻呂」

講　師　相澤　秀太郎（東北歴史博物館学芸職員）
東北歴史博物館 3 階講堂 280 名

13:30

▲

15:00

Tel 022-368-0106東北歴史博物館
場　所

主催者 問合先

定　員

3月  1日（日）第 33 回耳の日のイベント
講演「耳鳴りって治るの？」他

講　師　髙梨　芳崇（大和耳鼻咽喉科医院）・浅田　行紀（宮城県立がんセンター）
仙台市急患センター・仙台市医師会館 2 階ホール

10:00

▲

12:00

Tel 022-717-7304日本耳鼻咽喉科学会宮城県地方部会・宮城県耳鼻咽喉科医会
場　所

主催者 問合先

3月  3日（火）市民公開講座
「こどもの感染症とつきあう」

講　師　鈴木　喜久男（公立刈田綜合病院小児科）
しんきんホール（仙南信用金庫本店）

18:30

▲

19:30

Tel 0224-25-0882一般社団法人白石市医師会
場　所

主催者 問合先

3月  7日（土）れきはく講座第 7 回
「貞観津波堆積層の構造と珪藻分析」

講　師　相原　淳一（東北歴史博物館学芸職員）
東北歴史博物館 3 階講堂 280 名

13:30

▲

15:00

Tel 022-368-0106東北歴史博物館
場　所

主催者 問合先

定　員

3月14日（土）れきはく講座第 8 回
「小池曲江の新出資料について」

講　師　大久保　春野（東北歴史博物館学芸職員）
東北歴史博物館 3 階講堂 280 名

13:30

▲

15:00

Tel 022-368-0106東北歴史博物館
場　所

主催者 問合先

定　員

3月18日（水）第 171 回サイエンスカフェ：思わず応援
したくなる NPO とは？！〜社会貢献ア
クションを促す情報の見せ方〜
講　師　岡田　彩（東北大学大学院情報科学研究科准教授）

せんだいメディアテーク 1 階 オープンスクエア

18:00

▲

19:45

Tel 022-217-5132東北大学
場　所

主催者 問合先

3月21日（土）宮城大学公開講座第 12 回：
コンピュータグラフィックスのこれから

講　師　鹿野　護（宮城大学事業構想学群教授）
宮城大学サテライトキャンパス（SS30  2 階） 30 名

10:00

▲

11:30

Tel 022-716-6692宮城大学
場　所

主催者 問合先

定　員

定　員

2月22日（土）
2
FEB

3
MAR

第48回 名著への旅
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おじゃまします
学びの庭に

緊急時の避難に心理学は有効か？

ヒューマンエラーはなくせるか?
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これからの主な「学び」イベント39件掲載！
「学び」イベントに行ってきました
名著への旅

Voice Park

『にじいろクレヨンが描いた軌跡』
（柴田 滋紀）

「学び」の場所へ

行ってみよう！

大橋　智樹 先生
宮城学院女子大学　学芸学部　心理行動科学科　教授
［応用心理学・安全人間工学］

名著への旅

　石巻市内で子どもを対象にお絵かき教室を営みながら、創作
活動をしていた画家の柴田滋紀さん（著者）は、2011 年 3月
11日に起きた東日本大震災で自らも被災し、自宅を津波で失い
避難所生活を余儀なくされる。慣れない避難所生活のなか、日々
の衣食住の確保が最優先とされ、周りの大人たち自身も氣持ち
に余裕のない状況で、後回しにされがちだった「子どもたちの心
のケア」の必要性に氣づき、発災 10日後に、「石巻こども避難
所クラブ」をスタートさせる。その後、県内外の支援者の協力
のもと、地域住民の理解を得ながら、「NPO法人にじいろクレヨ
ン」を立ち上げ、民間で児童館「のくのくハウス」を開設し、地
域とつながりながら、子どもが安心安全に過ごせる居場所を作
る活動を、現在も続けている。本著はその活動が生まれる経緯
を克明に綴った一冊である。
　東日本大震災からまもなく10年目を迎えようとしている。そ
の間、日本国内だけでなく、世界中あちこちで、多くの災害が
起こり、どこに暮らしていても「被災者」になる可能性から逃れ
られない時代に我々は生きている。そんな時、求められるのは、
地域に暮らす人々やコミュニティのつながりの強さだろう。そし
て、子どもたちという地域の「未来」を育てることで、どんな困
難な状況にあっても、『立ち上がる力』をはぐくんでいく「にじい
ろクレヨン」の活動は、地域の希望である。                       （庄）

オブザーバー：笹氣義幸　寺田征也（明星大学)　佐々木隼相（東北大学大学院）
　　　　　　　　　　　　　　　　                             協力：株式会社市瀬　有限会社阿部正志製本

次 号
テーマ   ：

『にじいろクレヨンが
   描いた軌跡』
柴田 滋紀 著
ブイツーソリューション

（2012年7月2日初版発行）

発行／
http://www.manabinome.com/

Web版Web版
随時更新中！随時更新中！ まなびのめ

邑本　俊亮 先生
東北大学災害科学国際研究所　教授
［認知心理学・教育心理学］

シリーズ「東日本大震災」【9】  ─心理と行動─シリーズ「東日本大震災」【9】  ─心理と行動─

「水」「水」

Web版で「動画」公開中！
第15回「文字・活字とのふれあいDay」（2019年10月開催）は、
「まなびのめ」をモチーフにした工場見学企画でした。
その際に制作した〈「まなびのめ」ができるまで〉の動画を「まなびのめ」
Web版で公開しています。
ページデータの面付、印刷、製本の工程をご覧いただけます。
どうぞお楽しみください。

3月15日（日）民俗芸能講座第 3 回
「山形県の田植踊」

講　師　小谷　竜介（東北歴史博物館学芸職員）
東北歴史博物館 1 階研修室 60 名

13:30

▲

15:00

Tel 022-368-0106東北歴史博物館
場　所

主催者 問合先





を象徴する惨事の一つである石巻市の大川小学校では、津波で
児童 74名、教職員 10名が死亡・行方不明になっています。
2012年に事故検証委員会が設置され、私は調査委員に任命さ
れました。力不足でご理解を得られなかった部分があったこと
は反省しなければなりませんが、全身全霊を傾けて検証に取り
組んだつもりです。2014年に報告書をまとめて委員会は解散
しましたが、研究者としての取り組みを継続していきます。
　私が心理学を専門に学ぼうと決意したのは、大学に入学して
からです。しかし小学校 2年生の時に「人の心が読める器械
をください」とサンタさんにお願いしたり、同じく 4年生の
時に「高速道路について調べる」という課題に「建設に反対す
る人々は不安からそうしている」というレポートを作成したり
と、人間の内面に関心を持つ子どもではありました。
　皆さんの中にも、人の心に関心を持つ方がいらっしゃるでしょ
う。しかしそうでない方々にも、ぜひ心理学を学んでいただき
たいと願っています。たとえば心理学的には、「防災・減災は事
前の準備に尽きる」のです。災害が発生すると情報の入手が難
しくなるだけでなく、その情報を判断する人間の能力も極端に
劣化してしまうのですから。私たち研究者の側も、市民の皆さ
んが学ぶ機会を積極的に作っていきたいと考えています。
（取材＝2019年11月29日／宮城学院女子大学　人文館4階　心理行動科学会室にて）

おじゃまします
学びの庭に

シリーズ「東日本大震災」【9】―心理と行動―のお二人目は、
応用心理学・安全人間工学が専門の宮城学院女子大学・大橋智樹先生。
自然災害による被害とともに防ぎたい「人災」に大きく関係するヒューマンエラーの研究から、
私たちが氣をつけるべき「心理と行動」をさぐります。

ヒューマンエラーはなくせるか ?
 事故・トラブルの防止に役立つ心理学

　心理学の中でも、特に「ヒューマンエラー」の研究に力を入
れています。運輸・交通・建設・製造・医療・発送電などで発
生する事故やトラブルは、機械の不具合や天災だけが原因では
ありません。人間の誤りや失敗が、しばしば重大な不都合を引
き起こすのです。そうした人間の行動や不都合の全体が、ヒュー
マンエラーです。
　行動というと体の動きをイメージすると思いますが、心理学
では見たり聞いたりすることも、得た情報を認知したり解釈し
たりすることも、記憶したり思い出したりすることも「行動」
と呼びます。そして人間の誤り・失敗は、これらの全ての過程
で起こり得るのです。
　私たちは過去の事故・トラブルに学ぶ必要があります。しか
し失敗した人を責めたり罰則を強化するだけでは、ヒューマン
エラーはなくなりません。むしろゼロにはできないことを前提
に、教育や仕組みの改善に努める必要があります。
　私は大学で授業をするだけでなく、危険物を取り扱う方々や、
自動車学校の先生方、企業で安全にかかわる方々などのための
講座も行っています。今これをお読みの皆さんも、もし事故や
トラブルを防がなければならない立場にあるならば、ぜひ心理
学を学んでください。
　誰もが安全と安心を求めます。しかしその関係は、実は単純
ではありません。「危険なことなど起こるはずがない」と思え
れば、人は落ち着いていられます。いわば「無意識的安心」で、
一概に悪いとは言えません。たとえば対向車とすれ違うたびに
「ぶつかってくるかも」と心配していたら、とても車の運転は
できないでしょう。私は駅のホームで先頭に立つことにさえ不
安を覚えるタイプですが、これはもうヒューマンエラー研究者
の職業病です（笑）。
　一方、「危険なことは起こり得る」と考えた上で、備えがで
きている場合も安心できます。これは「理性的安心」です。そ

してもちろん危険な事
態や不都合を、人間が
引き起こしてしまう可
能性にも備えなくては
なりません。
　たとえば運輸や工事
の現場では、事故防止

のために「指差し呼称」が行われています。鉄道の運転士さん
や駅員さんがやっている姿をよく見ると思います。ところが指
差し動作をして声を出すことにさえ、人はやがて慣れてしまう
のです。まず「なぜ指差し呼称が必要なのか」という意味を理
解しなければなりません。そして慣れを防ぐためには、不自然
なほど大きな動作をしたり大きな声を出したりするなどの工夫
も考えねばなりません。人間を「不自然な状態に維持すること」
でこそ、ヒューマンエラーは防止できるのです。このように、
簡単に安心してしまわないことで安全を確保することを、私は
「不安心安全」と呼んでいます。
　知識や経験は、もちろん安全の確保に役立ちます。しかし思
い込みや過度な自信を生んで危険を招くこともあるため、過信
は禁物です。またヒューマンエラーは、個人だけでなく人間関
係や組織の問題からも発生します。たとえば作業に関するあい
まいな指示に対しても、真面目な人ほど「理解できない自分が
悪い」「自分で何とかしよう」と思いがちで、これが事故につ
ながるのです。

 ヒッチハイクで仙台を目指した 3.11
　原子力発電所には最新・最高の科学技術が結集していますが、
運転や整備点検を行うのは人間です。私は安全人間工学の専門
家として、原発にも長く携わってきました。電力会社や協力企
業に求められて、発電所の現場を視察したり、研修の講師を務
めることもあります。
　東日本大震災が発生した 2011 年 3 月 11 日、私はまさに
その仕事のために福島県にいました。会場は、東京電力福島第
二原発が立地し、事故が起きた第一原発の南にある富岡町です。
いつもは車で行くのですが、その日は終了後に懇親会が予定さ
れていたため、お酒が入ることから JR の常磐線を使い、富岡
駅に着いたのが午後 2時 20分です。講演の直前、会場の控え
室に一人でいた時に、強烈な横揺れに見舞われました。
　とっさにドアを開けて出口を確保し、ホールの太い柱の側へ
慎重に移動しました。落ち着いて行動できたのは、私が関東地
方出身で、子どもの時から地震への備えを学び、知識も心構え
もあったからだと思います。長かった揺れが収まると、建物か
ら駐車場に出ました。何度もかけ続けた電話がつながり、仙台
にいた妻と互いの無事が確認できたのは、午後 3時半頃です。
雪が舞い始めると主催者側の方の車に招き入れられ、テレビが
伝える津波の映像に衝撃を受けました。

　講演はもちろん中止です。仙台に帰ろうにも津波で常磐線は
止まり、国道 6号線は各地で冠水しています。主催者側の方
が「ホテルがある所まで行ってみましょう」と言って車を出し
てくれました。ふと思い立って「仙台に向かう車を見つけて�
ヒッチハイクします」と言うと驚かれましたが、運よく年配の
男性が運転する車に乗せていただくことができました。
　コンビニエンスストアが店を開けてくれていたのは助かりま
した。停電で真っ暗な中レジに並び、懐中電灯と電卓で飲食物
などを会計してもらったのが午後 6時半頃です。その後スタ
ンドで給油もできたのは、本当に幸運でした。
　方々が冠水による通行止めで、何度も引き返し、道に迷いま
した。何とか仙台に帰って来られたのは、各地で地元の方が道
に立って誘導してくださったり、所有する工場の敷地を開放し
て迂回させてくださったりしたおかげです。
　乗せていただいた方の住む仙台南部に着いたのは、深夜の 2
時半頃です。「ここからは他の手段を見つけます」と申し上げ
ても「あなたがいてくれて氣持ちが落ち着いたし、色々と手伝っ
てもらって助かったから」と言って、その約 1時間後、仙台
西部にある自宅まで送り届けていただきました。

 心理学を活用して「次」に備える
　夜が明けて大学に行き、状況を確認している最中に「福島第一
原発で水素爆発」というニュースが飛び込んできました。地震と
津波で電源を失ったことから、水素爆発が発生して大量の放射性
物質が拡散するという、深刻な事故になってしまったのです。
　可能な限り早く事故の現場を見ておきたかった私は、2011
年 12月、福島第一原発に入りました。外部被ばくを防ぐため
の防護服に身を包み、内部被曝を防ぐために顔は全面マスク
を装着しました。1時間半ほど視察し、胸部レントゲン撮影 1
回分ほどの放射線を浴びましたが、現地を見ることで得られた
知見はやはり貴重でした。
　翌年 2月には、中止になった研修会の主催者にお願いして、
講演をやり直させていただきました。会場は同じ富岡町でした
が、テーマはヒューマンエラーではなく、収束作業におけるス
トレスの軽減策についてです。現場で大変な作業にあたってい
る方々のお役に立てるよう、今後も原発には関わり続けたいと
思っています。
　私は東日本大震災を一言で表すと「安全と信じられていた場
所で多くの方が犠牲になられた」ことだと思っています。それ

宮城学院女子大学　学芸学部　心理行動科学科　教授
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2月  1日（土）れきはく講座第 3 回
「建築を伝えるわざ」

講　師　西松　秀記（東北歴史博物館学芸職員）
東北歴史博物館 3 階講堂 280 名

13:30

▲

15:00

Tel 022-368-0106東北歴史博物館
場　所

主催者 問合先

定　員

2月  1日（土）講座仙台学
「仙台市の学校給食  
昭和の献立  移り変わり」
講　師　氏家　幸子（仙台白百合女子大学健康栄養学科准教授）

仙台市市民活動サポートセンター 6 階セミナーホール 80 名

15:00

▲

16:30

Tel 022-374-5090学都仙台コンソーシアム・仙台白百合女子大学
場　所

主催者 問合先

定　員

2月  8日（土）講座仙台学
「次世代放射光と仙台の未来」

講　師　村松　淳司（東北大学多元物質科学研究所教授）
東北大学  片平北門会館社会連携スペース  エスパス 69 名

10:30

▲

12:00

Tel 022-795-4933学都仙台コンソーシアム・東北大学
場　所

主催者 問合先

定　員

2月  8日（土）講座仙台学
「マルチ人間  大槻文彦の諸相  
―大槻文彦と吉野作造」
講　師　後藤　斉（東北大学文学研究科教授）

東北大学  片平北門会館社会連携スペース  エスパス 69 名

13:00

▲

14:30

Tel 022-795-4933学都仙台コンソーシアム・東北大学
場　所

主催者 問合先

定　員

2月  8日（土）れきはく講座第 4 回
「なんでも聞いてやろう！
〜 BCL ブームと若者の時代〜」
講　師　渡邊　直樹（東北歴史博物館学芸職員）

東北歴史博物館 3 階講堂 280 名

13:30

▲

15:00

Tel 022-368-0106東北歴史博物館
場　所

主催者 問合先

定　員

2月  8日（土）講座仙台学
「〈地域と教育〉関係の戦後史」

講　師　三谷　高史（仙台大学体育学部  子ども運動教育学科准教授）
東北大学  片平北門会館社会連系スペース  エスパス 69 名

15:00

▲

16:30

Tel 0224-55-1621学都仙台コンソーシアム・仙台大学
場　所

主催者 問合先

定　員

2月  9日（日）民俗芸能講座第 2 回
「八戸地方のエンブリ」

講　師　小谷　竜介（東北歴史博物館学芸職員）
東北歴史博物館 1 階研修室 60 名

13:30

▲

15:00

Tel 022-368-0106東北歴史博物館
場　所

主催者 問合先

定　員

2月15日（土）宮城大学公開講座第 11 回：
グローバル GAP から見えてきたこと

講　師　齊藤　秀幸（宮城大学食産業学群助教）
宮城大学サテライトキャンパス（SS30　2 階） 30 名

10:00

▲

11:30

Tel 022-716-6692宮城大学
場　所

主催者 問合先

定　員

2月16日（日)縄文講座第 3 回
「最新技術が解き明かす縄文漆工の技」

講　師　片岡　太郎（弘前大学人文社会科学部専任講師）
仙台市縄文の森広場 80 名

13:30

▲

15:00

Tel 022-307-5665仙台市縄文の森広場
場　所

主催者 問合先

定　員

2月21日（金）東北大学サイエンスカフェ・スペシャル：
ぶらりがく in メディアテーク

「ブラックホールとは何か？」
講　師　當真　賢二（東北大学学際科学フロンティア研究所 / 大学院理学研究科准教授）

せんだいメディアテーク 1 階オープンスクエア

18:00

▲

19:45

Tel 022-217-5132東北大学
場　所

主催者 問合先

2
FEB1月24日（金）〜1月29日（水）「八木山地区のまちづくり」を

テーマとした学生による成果報告展
〜令和元年度太白区との共同講座〜
　　　　　不破　正仁（東北工業大学建築学科准教授）・太白区役所� （最終日は 17:00 まで）

東北工業大学一番町ロビー 1 階ギャラリー

10:00

▲

18:00

Tel 022-723-0538

場　所

主　催

問合先

1月25日（土）〜3月22日（日）小企画展
「ケミカルパズル & ケミカルすごろく
〜化学物質と上手につきあおう！〜」
� （入館は 16:00 まで）

スリーエム仙台市科学館 3 階生活系展示室

9:00

▲

16:45

Tel 022-276-2201スリーエム仙台市科学館
場　所

主催者 問合先

1月25日（土）講座仙台学
「梅田川下流の読み解きから探る、仙台の
古層風景」
講　師　八十川　淳（東北文化学園大学科学技術学部教授）

東北工業大学  一番町ロビー 2 階ホール 80 名

10:30

▲

12:00

Tel 022-233-3451学都仙台コンソーシアム・東北文化学園大学
場　所

主催者 問合先

定　員

1月25日（土）講座仙台学
「今日の郊外問題  
―仙台都市圏での居住地変化の歴史③」
講　師　千葉　昭彦（東北学院大学  経済学部  教授）

東北工業大学  一番町ロビー 2 階ホール 80 名

13:00

▲

14:30

Tel 022-264-6406学都仙台コンソーシアム・東北学院大学
場　所

主催者 問合先

定　員

1月25日（土）MAP 研究会 20th Anniversary 事業
「MAP の視点で未来の宮城を創造する」

講　師　髙橋　仁（仙台大学副学長）
仙台市戦災復興記念館 4 階第 2 会議室

13:00

▲

Fax 0225-76-1940MAP 研究会
場　所

主催者 問合先

1月25日（土）れきはく講座第 2 回
「文化財を真似（まね）る〜文化財の複製・
レプリカの技術について〜」
講　師　芳賀　文絵（東北歴史博物館学芸職員）

東北歴史博物館 3 階講堂 280 名

13:30

▲

15:00

Tel 022-368-0106東北歴史博物館
場　所

主催者 問合先

定　員

1月25日（土）せんだい文学塾 1 月講座
「小説を読むというテクニック」

講　師　中条　省平（文芸評論家、学習院大学教授）
仙台文学館

16:00

▲

18:00

sendaibungakujuku@gmail.comせんだい文学塾
場　所

主催者 問合先

2月  1日（土）講座仙台学
「仙台とロッテオリオンズ 
もうひとつの仙台のプロ野球の歴史」
講　師　氏家　靖浩（仙台白百合女子大学人間発達学科教授）

仙台市市民活動サポートセンター 6 階セミナーホール 80 名

10:30

▲

12:00

Tel 022-374-5090学都仙台コンソーシアム・仙台白百合女子大学
場　所

主催者 問合先

定　員

2月  1日（土）まちなか美術講座
「アイヌの工芸」

講　師　濱崎　礼二（宮城県美術館副館長）
東北工業大学一番町ロビー 2 階ホール 120 名

13:30

▲

15:00

Tel 022-221-2111宮城県美術館・東北工業大学
場　所

主催者 問合先

定　員

2月  1日（土）サロン講座「クマが生き残り、オオカミ
が滅んだのはなぜか？〜江戸時代の記録
から考えてみよう〜」
講　師　村上　一馬（宮城県利府高等学校教諭）

たまきさんサロン（東北大学青葉山新キャンパス環境科学研究科本館） 42 名

13:30

▲

15:00

Tel 022-214-1233せんだい環境学習館たまきさんサロン
場　所

主催者 問合先

定　員

1
JAN

2
FEB

このマークはイベント参加について
の有料・無料または事前申込の有無
について記しています。

有料 無料 要申込 申込不要

参加体験記

　仙台医療センター「第 15回市民医学講座」にいってみました。
　今回も、新薬、遺伝子治療から予後のリハビリまでを含めたがん
に関する市民講座ということで参加してきました。今回は大入りで
会場満員御礼で席が足らず急遽設営という一幕もあり、参加者の関
心の高さが伺えた地域フォーラムでした。
　内容はいつものから少し発展して、現在治験から臨床に出て間も
ない試験運用といっていい遺伝子治療まで結構詰めた内容でした。
新築棟が落成間もない頃そのハイブリット建築に、なんかイオンモー
ルみたいだと言われていたようですが（当初は本当にDIY センター
みたいだなっていう化学な感じのにおいがしていたので不安だった）
仙台医療センターは「がんのゲノム医療」に名乗りをあげている基
幹連携病院（大学病院、がんセンター、労災病院などの医療機関と
ともに）ですのでオーディエンスが列をなした理由も納得するもの
があります。
　お題で今年もやはり解説がついた「分子標的薬」。デリバリードラッ
グなどという言葉とともに、変性タンパク（がん細胞）にどのくら
いの集積が可能なのか？　という話題が講演されましたが、皆さん
メモもとらずかぶりつきでした。
　データがスライドで流れていましたが、他剤併用、平行治療の有無、
年齢個人差などもあり素人にはまだ未知の計上の薬と感じました。
　ところで「毒が毒を制す」の限界って皆さんはどのくらいと考え
ますか、素人の自分にはちょっと難解でしたが自分ならばがんに限
らず使わないで断るだろうなと思いました。間隙を抜けていけるか
らプロなのかもです。� （仙台市　医療ライター　zilch artifact）

■第 15回「がん市民医学講座」

2019年 9月 28日（土）13:00 ～ 15:20（開場 12:30）　仙台サンプラザホテル 3階

読者と編集部の
キャッチボール

読者の声

　第 46 号 メディアとつきあう

　ストーリー漫画は手塚先生だと思っていましたがテプフェールと
言う方がそれよりも前に書いていたとは初めて知りました。勉強に
なるなあ。� （柴田郡柴田町・52歳）
編：現在の多くの漫画と同様の形ではないようですが、元をたどる
と行きつく「源流」ということになるのですね。比較的新しいメディ
アである漫画にも歴史がある、という面白みも感じます。

　私は今までスポーツにはあまり興味がありませんでした。運動す
る方も観戦する方も。しかし息子が中学生となり、バスケットボー
ルや駅伝をするようになってから、スポーツの楽しさがわかってき
ました。東京五輪も楽しみです。� （仙台市青葉区・39歳）
編：何かしら自分と関わりがあったり、共感できるような部分があっ
たりすると、俄然興味が湧く、という好例ですね。スポーツを楽し
みましょう。

　名著への旅でふれていた今話題の『ケーキの切れない非行少年た
ち』。氣になりながらもまだ読んでいませんが、犯罪を減らすには表
面だけをみて責めるのではなく、根本的な原因を突き止める必要が
あるのだなぁ。と思いました。犯罪を繰り返す人たちには弱さだけ
でない ｢何か｣ があるのかもしれない。� （大崎市古川・40歳）
編：わたしも未読ながら、その本は氣になっていました。個別の事
案だけでなくその背景にまで目を向けなければ、というのは様々な
場面で同じことが言えそうです。

　投稿の「マックラカフェ」に興味が湧きました。
� （仙台市太白区・69歳）
編：興味を持っていただけて嬉しく思います。「学び」イベントに参
加された際には、参加体験記をお送りいただければ幸いです！

「まなびのめ」第46号懸賞クイズの
正解は下記のとおりです。

第46号

Q.1 　森田先生が「ストーリー漫画の父」について今年まとめた著書名は？
答え「ストーリー漫画の父」テプフェール　笑いと物語を運ぶメディアの原点

Q.2 　仙台大学スポーツ情報マスメディア学科における２つの履修モデルとは？
　 答え「スポーツマスメディア」と「スポーツ情報戦略」

粗
品

進
呈

。すまいてしち待おをトーポレや想感のトンベイ」び学「、たれさ加参が様皆の者読
掲載採用させていただいた方のうち毎号1名様に1000円分の図書カードを進呈！
ご投稿いただいた全員にもれなく粗品をプレゼント！
※採用の可否、図書カード当選者は編集部に一任いただきます。
■投稿方法　はがき、FAX、E-mail、Web版投稿フォームにて受付。
■投稿先　　「まなびのめ」編集部　　※詳細は最終ページをご覧ください。

参加体験記 参加体験記募集中！

■東北歴史博物館開館 20周年記念・宮城県多賀城跡調査研究所�
設立 50周年記念特別展「蝦夷　─古代エミシと律令国家─」

2019年 9月 21日（土）～ 11月 24日（日）　東北歴史博物館　特別展示室

参加体験記

　国府多賀城とは因縁浅からぬ関係にある「蝦夷」。私たち東北人、
ひいては日本人というもののアイデンティティにも連なる存在。
　今回は、特に古代の製鉄・鍛冶、刀剣類、アイヌとの関わりなど
について見聞を広めたいと思い観覧しました。この 9月に、『蝦夷の
刀』といわれた「蕨手刀（わらびてとう）」について知り得たので、
これも見たいものの一つでした。写真左に出ている、柄が早蕨に似
ている刀です。直接の解説は出ていませんでしたが、アイヌがこの
ような刀を上着の下にぶら下げて所持していた、という説もあるよ
うです。これら武器や農耕具を供給するための、製鉄炉跡の遺物も
興味深いものでした。
　土器づくりにおいては、この頃から既にロクロも使用されており、
青森県の遺跡から回転盤が展示されていました。衣食住や儀礼・祭
祀に関する展示の数々は、思いの外豊かで高い文化と生活を有して
いたとの印象を強く持ちました。
　抵抗や軋轢を繰り返しながら、天皇を中心とする強大な律令国家
へと取り込まれていった蝦夷。ここに見る生活と精神と文化の跡を
目の当たりにして、私たち東北人の血の中に、脈々と受け継がれて
きた蝦夷魂とも呼ぶべき矜持について、深く、かつ、愛おしく思い
を馳せたい氣持ちにさせられました。
� 「まなびのめ」編集部　佐藤　曜

その他のお便りと編集部からのコメントはWeb版でご覧いただけます。

「まなびのめ」配色法：襲色目（かさねのいろめ）
第47号・冬／「枯色」（kare-iro）

「まなびのめ」主な設置場所
「まなびのめ」紙版は、主に下記の場所で入手できます。見当たらないときは
お氣軽にお問い合わせください。
・宮城県内各大学
・宮城県内主な文化施設（宮城県図書館、宮城県美術館、東北歴史博物館、
　仙台市各図書館、仙台市博物館、仙台文学館、スリーエム仙台市科学館、
　地底の森ミュージアム、仙台市歴史民俗資料館、仙台市天文台、感覚ミュージアムなど）
・宮城県内主な会館（東京エレクトロンホール宮城、日立システムズホール仙台、
　トークネットホール仙台、仙台市戦災復興記念館、名取市文化会館、岩沼市民会館、�
えずこホール、白石市ホワイトキューブ、まほろばホールなど）
・主な市民センター（仙台市）、公民館（仙台近郊）、公立図書館（仙台近郊）など


